
育だより

！夏ハテを予防しよう！

撚中症に舷付荘しょうl

乳幼児は大人に比べて、体温調節椴能が十分発達していな
：いので、熱中症にかかりやすいと言われています。

自分で症状を言えない乳幼児には、まわりの大人が気をつけ
てあげましょう。
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計のし1偏育園

腺育園の野菜栽瑠
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1保育園の水分補糾

乳幼児は新陳代謝が活発で、汗や尿として体から出ていく
水分が多く脱水症を起こしやすいと言われます。

幼児は遊びに夢中になると、のどの渇きも気が付かないこと
があります。

保育園ではお散歩や遊びの時など、どんな場合でむK分
補給をしています。

夏野菜を食べましょう|

夏菜には，水分やカリウムを豊富に含み、体にこもった熱を
取ってくれる働きがあります。夏野菜を食べることで、汗をかいて
一緒に出てしまった栄義素をを補給できなりです。
（なす、きゅうり、トマトピーマン、かぼちゃ、おくら、ゴーヤ、枝豆等）
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春に植えた、夏野菜の収穫が始まりましたD

収穫した野菜は子ともたちが給食室に持って来てくれる
ので、給食の材料として使い提供しています。
子どもたちと一緒に畑の野菜をのぞいて見てください。
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一緒に食べる
-------------

一緒↓：負宰をする時間はメ＃味コミュニケ ー ションの民
閲です。楽しさを実屈することで、 食べる定飲につなtJ.
り、埠証しい食生活や食享のマナーを身につりる棧会
にもなります。毎日忙しいと食宰の時間もほただしく
なってしまいがちですが少し居の力を技LIて釈子で(IJ
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紐如ラシ、コi7も必 l�B
つさや芍いので時々消毒もホ願いし匹。
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